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第67回

森の牛が住む里――ブータン・アルナーチャルの民族自然誌

2012 年 7 月 21 日（於：京都大学総合研究 2 号館）

世界の屋根とも呼ばれるヒマラヤの自然と文化については、ネパールやシッキムなど中央ヒマラヤや、

ラダークなど西ヒマラヤの事例が数多く報告されてきた。本例会では、ブータンとアルナーチャルに焦

点をあてて、これまでほとんど知られていなかった東ヒマラヤの特徴と魅力を紹介した。

まず月原敏博氏（福井大学教育地域科学部）が、「mon と 'brog――ヒマラヤ・チベットの土地と『民

族』の認識について」と題して、ヒマラヤの民族文化を理解するために重要な視点を、チベット系言語

の基本語彙「mon」と「'brog」の意味と用法から詳細に解説した。かつてブータンやシッキムは「mon」

と呼ばれ、ヒマラヤには「mon pa」と呼ばれる人々も多かった。「mon」は特定の地域や民族を指す語

だが、インドの解説書では、チベット文化とインド文化の中間地帯に住み文化の程度が相対的に低いヒ

マラヤの民だと解説される傾向がある。「'brog」とは農耕が行われない荒原や放牧地のことで、ヒマラ

ヤには牧畜民が「'brog pa」と呼ばれる地域も多い。チベット人は、アルナーチャルの住民のうち「mon 

pa」と「'brog pa」よりも標高の低い森林地帯で焼畑や狩猟を行う人々を「klo pa（未開人という意味

の蔑称）」または「lho pa（南の人）」と総称した。そして、ヒマラヤに暮らすチベット・ビルマ語族の人々

は中国の四川省周辺が起源であるという、言語学者 van Driem の説が紹介された。

次に川本芳氏（京都大学霊長類研究所）が、「ブータンの森とミタン――東ヒマラヤにおけるもうひ

とつの交雑家畜利用」と題した講演を行った。東ヒマラヤでは、ヒマラヤのウシ科家畜で一般的なヤク

と高地ウシの交雑に加えて、地域固有のウシ科動物ミタンが森の中で放牧され、生活のなかで重要な役

割を担っている。樹木の葉を主に採食するミタンは、豊かな森の広がる東ヒマラヤを象徴する動物であ

る。そこでブータンにおけるミタンと低地ウシの交雑の実態や、野生種ガウルからの家畜化の過程を、

遺伝子解析から明らかにした。またブータンのウシ科家畜利用の特徴として、標高 2500 メートル以上

でのヤク－ウシ雑種の移牧と 3000 メートル以下でのミタン－ウシ雑種の移牧を組み合わせる点、最近

ではヤクとミタンとウシの 3 種間交雑も行われている点を指摘した。

そしてトモ・リバ氏（ラジブ・ガンディー大学地理学科）と報告者が、「自然をよむ――アルナーチャ

ルにおける農事暦と在来知識」という題で発表した。かつて日本でそうであったように、アルナーチャ

ルでも自然を観察することで季節の推移を知り、農作業の時期を決める。リバ氏の属するガロ・コミュ

ニティーの暦にまつわることわざには、人々や生物の季節ごとの動静が生き生きと描写されている。た

とえば陰暦 6 月は「怠惰な農民はのろのろと焼畑に出向き、草むしりの女性も草を根から引き抜く力が

出ず、みんな出小屋で休んで寝ている」ぐらい暑い季節であり、陰暦 10 月は「イノシシが森の堅果を
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食べて飛び跳ね、イノシシを追う猟師の前髪が藪の枝葉で毟られる」季節である。最近は冬でも「小鳥

が木から落ちるほどの厳しい寒さ」がなく、気候の変化が感じられるという。

最後に安藤和雄氏（京都大学東南アジア研究所）が 3 題の講演にコメントし、東ヒマラヤの特徴と魅

力を語った。ブータンとアルナーチャルは、これまで外国の研究者が簡単には入域できなかった。しか

し最近の調査により、森の牛であるミタンに象徴されるような、東ヒマラヤに特徴的な人と自然の関わ

りが詳細に明らかにされつつある。東ヒマラヤには、言語や慣習の異なるさまざまなコミュニティーの

人々が暮らす。たとえばアルナーチャルで多数派を占めるタニ・グループの人々にとって、ミタンは

儀礼の供犠や財産として重要な動物であり、役畜としては用いず、また交雑も行わない。言語学者 van 

Driem によるチベット・ビルマ語族の四川省起源説に対して、ブータンとアルナーチャルの牧畜民「'brog 

pa」はチベット南部から移住してきた伝承をもつこと、さらに東ヒマラヤ周辺の農具に関する広域調

査からモンパの四川省起源説への疑問が提示された。

小坂康之（総合地球環境学研究所）


